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～ 環境を考える「キャンドルナイト」 ～ 
　７月１９日、田沢頭地区で、廃油から作った２５０
個のろうそくを灯したキャンドルナイトが行われ
ました。環境について考えようと、地元婦人会ら
が企画したイベントで、多くの子どもたちも参加。
やわらかい炎に、エネルギーやリサイクルの大切
さを考えさせられる夏のひとときでした。 

シ
リ
ー
ズ
散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 
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七
月
五
日
、
萱
野
峠
で
、
敷
石
惚

れ
掘
れ
探
検
隊
実
行
委
員
会
（
齋
藤

弥
輔
代
表
）
が
主
催
す
る
敷
石
の
掘

り
お
こ
し
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
七
月
、
十
月
に
続
い
て
第
三

回
目
と
な
る
今
回
は
、
地
元
小
学
生

の
ほ
か
、
仙
台
市
な
ど
か
ら
約
六
十

人
が
参
加
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、

敷
石
は
約
三
百
五
十
�
に
わ
た
り
姿

を
現
し
て
い
ま
す
。
作
業
終
了
後
は
、

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
つ
く
っ
た

雑
穀
ご
は
ん
と
山
菜
料
理
が
ふ
る
ま

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
品
と
し

て
、
大
里
峠
の
蛇
骨
と
十
三
峠
ペ
ン

ダ
ン
ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
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七
月
十
三
日
、
町
主
催
の
地
区
対
抗

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
町
民
体
育

館
や
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
四
種
目
の
競
技
が
争

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
年
配
の
か

た
ま
で
、
十
地
区
か
ら
約
四
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
優
勝
は
町
岩
東
、
準
優

勝
は
北
部
で
し
た
。

7/13

7/5
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　６月１６日と２７日の両日、西地内の
畑で、おぐに五穀の会が中心となっ
て、雑穀の苗の植え付けが行われま
した。当日は、雑穀に関心のある約
３０人の町民が参加し、１０�ほどに育
てられたモチキビとアマランサスの
苗を、１本１本ていねいに植えてい
ました。作業には、雑穀をテーマと
した商品開発の企画に取り組む商工
会青年部も参加していました。秋に
は、雑穀の豊かな実りが一面に広が
ることとなります。
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北
部
小
学
校
で
は
、
本
年
六
月
か

ら
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
ま
ご
楽

校
」
が
、
隔
週
水
曜
日
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
全
国

的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
活
動

で
、
小
国
小
学
校
で
は
、
昨
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ご
楽
校
で
は
、学
区
内
の
祖
父
母

ら
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
ま

ご
支
援
隊
」
と
い
っ
し
ょ
に
、
授
業

で
習
う
こ
と
の
な
い
昔
遊
び
な
ど
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
七
月
九
日
に
は
、

学
年
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

輪
投
げ
や
将
棋
、
缶
蹴
り
な
ど
に
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。

6/16,27
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　さまざまな分野で、じわ
じわと環境問題の影響が出
始め、毎日のように警鐘を
鳴らすニュースが流れてい
ます。
　私たちは、出来ることか
ら始めようという方針のも
と、�ゴミを減らす、�リ
サイクルに取り組む、�マ
イバックを持参するという
３つの活動を行っています。
壊れた傘をリサイクルして
マイバックを作ったり、着
なくなった着物を使って、
小物や服などにリメイクし
たりしています。
　小国町は、置賜の中でも、
決してゴミが少ないほうで
はありません。高い燃料と
税金を使って、それを処理
しているのです。ゴミを減
らすことは、工夫次第で、
環境に優しい豊かな暮らし
につながります。私たちの
活動をとおして、環境への
意識が高まることを期待し
ています。
　随時、総合センターで活
動していますので、興味の
あるかたはぜひご参加くだ
さい。

小国町暮しを考える会
会長　 渡 部 八 江　氏
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砂
防
事
業
と
は
、
大
雨
の
時

に
起
こ
る
土
砂
災
害
を
、
砂
防

堰
堤
の
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
指
し
て
い
ま

す
。
増
水
に
よ
り
、
土
砂
流
出

の
危
険
が
高
い
比
較
的
小
さ
な

河
川
や
沢
が
対
象
と
な
る
も
の

で
、
堰
堤
の
建
設
も
山
間
部
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
森
林
の
手
入
れ

が
進
ま
ず
、
山
の
保
水
力
が
低

下
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
雨
が
降
る
と
一
気
に
川
の

流
量
が
増
加
す
る
と
い
う
現
象

が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
、
土
砂
や

洪
水
の
氾
濫
を
助
長
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
異

常
気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
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両岸が切り立った地形の渓流は、大雨が降
ると一気に増水する
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短
期
間
の
集
中
的
な
豪
雨
が
増

え
、
土
石
流
に
よ
る
被
害
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

砂
防
事
業
は
、
地
域
に
住
む

か
た
が
た
を
災
害
か
ら
守
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
流
域
全

体
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

の
事
業
と
い
え
ま
す
。

�
�
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�
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�
�
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昭
和
四
十
二
年
に
発
生
し
た

羽
越
水
害
を
起
点
と
し
て
、
町

の
河
川
環
境
は
、
大
き
く
変
貌

し
て
き
ま
し
た
。
水
害
の
背
景

に
は
、
小
国
町
を
含
め
た
荒
川

流
域
一
帯
が
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
反
面
、

山
間
部
が
近
い
た
め
に
、
地
形

的
に
は
、
全
国
で
も
有
数
の
急

流
河
川
が
多
い
地
域
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

羽
越
水
害
の
翌
年
に
、
国
は

荒
川
を
一
級
河
川
に
指
定
し
、

翌
四
十
四
年
に
は
、
国
に
よ
っ

て
、
荒
川
に
お
け
る
直
轄
砂
防

事
業
が
着
手
さ
れ
る
と
同
時
に
、

荒
川
砂
防
工
事
事
務
所
（
昭
和

五
十
四
年
・
飯
豊
山
系
砂
防
工

事
事
務
所
に
名
称
変
更
、
平
成

十
五
年
・
飯
豊
山
系
砂
防
事
務

所
に
名
称
変
更
）
が
町
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

国
で
は
、「
荒
れ
る
川
・
荒
川
」と

そ
の
支
流
を
含
め
た
地
域
一
帯

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
治
水
対
策
を

進
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

多
く
の
河
川
な
ど
で
調
査
が
開

始
さ
れ
、
荒
川
や
支
流
と
な
る

横
川
、
玉
川
で
大
規
模
な
河
川

改
修
に
着
手
さ
れ
て
き
た
ほ
か
、

集
落
に
沿
っ
て
流
れ
る
沢
な
ど

で
も
、
各
所
で
砂
防
堰
堤
が
建

設
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

　

昨
年
完
成
し
た
横
川
ダ
ム
は
、

一
連
の
治
水
対
策
の
最
も
シ
ン

ボ
ル
的
な
事
業
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
建
設
さ
れ
た
施

設
と
し
て
は
、
次
の
特
徴
的
な

二
つ
の
対
策
が
あ
り
ま
す
。

■
荒
川
流
路
工

　

昭
和
六
十
二
年
に
着
工
し
、

平
成
八
年
に
完
成
し
た
荒
川
流

路
工
は
、
流
量
の
増
加
に
よ
る

河
川
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る

た
め
、
小
規
模
な
堰
が
段
階
的

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
体

的
に
浅
く
、
平
ら
に
な
っ
た
川

は
、
本
来
の
治
水
と
い
う
目
的

の
ほ
か
、
自
然
玉
石
に
よ
る
護

岸
工
事
や
魚
道
な
ど
が
整
備
さ

れ
、
生
態
系
を
考
慮
し
た
親
水

空
間
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。

■
玉
川
ス
ー
パ
ー
暗
渠

 

砂
防
堰
堤

　

玉
川
ス
ー
パ
ー
暗
渠
砂
防
堰

堤
は
、
平
成
九
年
か
ら
約
４
年

間
を
か
け
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
も
二
例
目
と
な
る
珍
し

い
形
の
堰
堤
に
は
、半
径
五
メ
ー

ト
ル
の
暗
渠
（
ア
ー
チ
型
の
空

洞
）
が
四
つ
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
暗
渠
に
は
、
洪
水
時

に
は
土
砂
を
せ
き
止
め
、
通
常

に
は
土
砂
を
下
流
へ
押
し
流
す

働
き
が
あ
り
ま
す
。
水
の
流
れ

を
完
全
に
止
め
る
の
で
は
な
く
、

災
害
を
防
ぎ
な
が
ら
、
土
砂
や

生
物
の
自
然
の
循
環
を
活
か
し
、
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環
境
と
景
観
に
配
慮
し
た
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
周
辺
で
は
、
河
川

敷
に
生
え
て
い
る
木
を
利
用
し

て
、
土
砂
の
流
出
を
止
め
た
り
、

流
れ
を
弱
め
た
り
す
る
た
め
の

砂
防
林
や
、
水
の
勢
い
を
弱
め

る
た
め
の
水
制
工
と
呼
ば
れ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
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横
川
ダ
ム
や
荒
川
流
路
工
、

玉
川
ス
ー
パ
ー
暗
渠
砂
防
堰
堤

と
い
っ
た
大
規
模
な
治
水
事
業

の
ほ
か
、
私
た
ち
の
身
近
な
小

河
川
や
沢
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
堰
堤
の
ス
リ
ッ
ト
化

　

完
全
に
流
れ
を
せ
き
止
め
る

従
来
の
形
の
砂
防
堰
堤
は
、
上

流
部
分
に
落
ち
葉
な
ど
が
堆
積

し
て
悪
臭
を
発
生
さ
せ
た
り
、

生
物
が
行
き
来
で
き
な
く
な
る

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
下
流
に
土
砂
が

流
れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
態
系
が
崩
れ
る
な
ど
の
問
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
い
ま
進
め
ら
れ

て
い
る
砂
防
堰
堤
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
よ
り
自
然
に
近
い
形

で
の
施
工
を
目
的
に
、
ス
リ
ッ

ト
化
（
土
砂
が
流
れ
る
よ
う
切

り
込
み
を
い
れ
る
こ
と
）
が
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
既
存
の
砂
防
堰
堤

に
つ
い
て
も
、
周
辺
環
境
を
調

査
し
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
順
次
、
ス
リ
ッ
ト
化
工
事

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
玉
川
ス
ー

パ
ー
暗
渠
砂
防
堰
堤
と
同
様
に
、

土
砂
は
流
量
が
調
整
さ
れ
な
が

ら
押
し
流
さ
れ
る
と
同
時
に
、

魚
な
ど
の
往
来
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

■
情
報
基
盤
の
整
備

　

砂
防
堰
堤
な
ど
の
構
造
物
を

整
備
す
る
ほ
か
に
、
重
要
な
治

水
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
情
報

基
盤
の
整
備
が
町
内
全
域
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
雨
量
観
測

所
は
町
内
十
五
カ
所
に
、
ま
た

河
川
を
監
視
す
る
カ
メ
ラ
は
八

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
メ
ラ
の
映
像

尽きることのない 
“安心”への対策　

飯豊山系砂防事務所　

調査・品質確保課長　

五十嵐健治 氏

　昭和４４年に荒川の直轄砂防事業に着手
して以来、地域のみなさまのご協力のも
と、砂防堰堤や流路工の整備を行ってま
いりましたが、まだまだ安全とは言えな
い状況です。特に、近年は短時間に降る
雨の量が増えていることもあり、より安
全に対する注意が必要です。これからも、
地域の安全な暮らしを守るため、恵まれ
た環境に配慮しながら、引き続き、施設
整備を進めてまいります。ご協力をお願
いします。
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は
、
飯
豊
山
系
砂
防
事
務
所
か

ら
役
場
に
提
供
さ
れ
、
役
場
内

の
専
用
テ
レ
ビ
な
ど
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
流
域
全
体
の
河
川

水
量
と
雨
量
の
情
報
端
末
を
搭

載
し
た
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
、

町
民
課
に
配
備
さ
れ
、
万
が
一

に
備
え
た
体
制
の
整
備
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
情
報
設
備
は
、
災
害

が
起
き
る
前
に
災
害
の
程
度
を

予
測
し
た
り
、
災
害
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
と

て
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

平
成
十
七
年
に
完
成
し
た
沼

沢
地
内
の
百
子
沢
砂
防
堰
堤
の

近
く
に
住
む
宮
阪
優
さ
ん
は
、

こ
の
建
設
に
つ
い
て
、
上
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

宮
阪
さ
ん
の
話
に
あ
る
よ
う

に
、
災
害
は
起
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
で
は
で
は
な
く
、
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

国
で
は
こ
れ
ま
で
、
町
内
に

八
十
七
基
の
砂
防
堰
堤
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後

は
、
町
内
に
五
十
八
カ
所
あ
る

危
険
な
渓
流
な
ど
に
つ
い
て
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら

整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
飯
豊
山
系
砂
防
事
務
所

で
、
調
査
・
計
画
業
務
を
担
当

し
て
い
る
五
十
嵐
課
長
は
、「
地

域
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

ま
だ
ま
だ
対
策
が
必
要
。
今
後

も
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
安
全
な
生
活
を
実

現
す
る
た
め
の
諸
対
策
が
着
実

に
進
展
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
危
険
箇
所

の
調
査
な
ど
を
と
お
し
て
、
今

後
も
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
づ

く
り
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

安心で快適になった 
砂防堰堤の建設　　

宮 阪　 優 さん　
（沼沢）　

　　　　　　　　　羽越水害では、人的被害
はほとんどありませんでしたが、この沢から
押し寄せた水と土砂で、家屋が水没したり、
国道が通れなくなったりしました。
　集落の真ん中を流れている百子沢の砂防ダ
ムは、周辺の民家に安心を与えているだけで
はなく、基幹道路の国道１１３号を守るためにも
大切です。災害が起きては困りますが、実際
のありがたさは、その時になって、さらに感
じると思います。また、砂防ダムの建設によっ
て、水利の環境も整えられ、水の管理なども
楽になりました。

役
場
内
の
テ
レ
ビ
で
確
認
で
き
る
砂
防

堰
堤
の
カ
メ
ラ
映
像
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任
期
満
了
に
伴
う
小
国
町
長

選
挙
が
七
月
二
十
九
日
�
に
執

行
さ
れ
、
午
前
七
時
か
ら
町
内

十
八
カ
所
の
投
票
所
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
票
は
、
町
民
体
育
館
で
即

日
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
小

野
精
一
氏
（
新
股
）
が
当
選
し

ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
八
六
・
三
六
％

で
、
八
年
前
の
九
二
・
一
六
％

を
下
回
り
ま
し
た
。

　

翌
三
十
日
に
は
、
当
選
証
書

付
与
式
が
役
場
で
行
わ
れ
、
遠

藤
公
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
、

当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

���������	
����

������������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

�����������

��������

��������

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

七
月
九
日
、
町
内
す
べ
て
の

中
学
三
年
生
が
参
加
し
て
、
小

国
高
校
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
高
校
へ

の
理
解
を
深
め
、
特
色
あ
る
教

育
の
取
り
組
み
を
実
際
に
見
て

も
ら
う
た
め
、
同
校
が
企
画
し

た
も
の
で
す
。
体
験
入
学
で
は
、

高
校
生
活
の
説
明
を
受
け
、
授

業
見
学
や
、
部
活
動
を
体
験
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
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�
�
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�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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七
月
十
九
日
、
町
主
催
の
森

林
セ
ラ
ピ
ー
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
、

温
身
平
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内
外
か

ら
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
実
際
に
、
セ
ラ
ピ
ー

事
業
で
行
わ
れ
て
い
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
食
事
、
入
浴
な
ど
を

と
お
し
て
、
森
林
の
癒
し
効
果

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
小
国

町
立
病
院
で
は
、
九
月
一
日
以

降
分
娩
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
当
病
院
で
は
、

町
民
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
故

郷
で
お
産
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ

ん
方
の
た
め
に
、『
母
子
と
も
に

元
気
で
退
院
』
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
心
が
け
、
山
形
大
学

医
学
部
の
産
婦
人
科
医
・
小
児

科
医
・
外
科
医
等
々
の
応
援
体

制
を
頂
き
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
っ
て
周
産
期
医
療
を

担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
分

娩
に
つ
い
て
は
、
生
ま
れ
て
く

る
お
子
様
と
母
体
の
更
な
る
安

全
性
確
保
の
た
め
、
複
数
の
産

婦
人
科
医
師
と
小
児
科
医
、
外

科
医
、
麻
酔
科
医
等
を
加
え
た

チ
ー
ム
分
娩
が
強
く
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
こ

れ
ま
で
当
院
で
の
分
娩
に
対
し
、

全
面
的
な
支
援
を
頂
い
て
ま
い

り
ま
し
た
山
形
大
学
医
学
部
に

お
い
て
、
近
隣
の
高
畠
・
白
鷹

両
町
立
病
院
同
様
に
、
小
規
模

病
院
で
の
分
娩
に
対
す
る
支
援

は
出
来
な
い
も
の
と
し
、
分
娩

を
大
規
模
病
院
へ
集
約
化
し
て

い
く
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
今

後
当
病
院
で
の
分
娩
は
、
誠
に

残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
子

の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
、
お
引
き
受
け
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
九
月
以
降
の
分
娩
は

当
病
院
で
は
で
き
な
い
事
と
な

り
ま
す
が
、
周
産
期
と
な
る
ま

で
の
妊
婦
検
診
、
婦
人
科
部
門

の
診
療
に
関
し
ま
し
て
は
、
今

ま
で
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

九
月
以
降
に
分
娩
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
主

に
公
立
置
賜
総
合
病
院
、
米
沢

市
立
病
院
等
、
周
産
期
医
療
病

院
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
隣
県
の
新
潟
県

立
坂
町
病
院
に
つ
き
ま
し
て
も
、

当
病
院
と
ほ
ぼ
同
じ
理
由
で
、

平
成
十
九
年
十
一
月
か
ら
の
分

娩
は
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
妊
婦
さ
ん
等
に
対
し

ま
し
て
は
、
産
婦
人
科
医
師
、

助
産
師
等
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相

談
体
制
を
充
実
し
、
健
康
福
祉

課
で
実
施
す
る
両
親
学
級
へ
の

支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
周
産
期
医
療
病

院
等
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
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�

�
�
�
�
�
�
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�

九
月
か
ら
町
立
病
院
で

　

分分
娩娩
が
で
き
な
く
な
り
ま

が
で
き
な
く
な
り
ま
すす
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七
月
十
五
日
、
小
国
小
五
年

生
を
対
象
に
、
シ
ャ
ー
プ
�
主

催
の
環
境
教
育
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
社
で
は
、
環
境
対
策
の

一
環
と
し
て
全
国
各
地
の
学
校

で
、
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
日
は
、
二
酸
化
炭

素
の
影
響
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕

組
み
に
つ
い
て
、
実
験
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
約
二
時
間
の
授
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
会
長
に 

 

新
野　

八
郎
兵
衛
氏

職
務
代
理
者
に 

 

遠　

藤　
　
　

昭
氏

　

任
期
満
了
に
伴
う
小
国
町
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
が
七
月
一

日
に
告
示
さ
れ
、
選
挙
に
よ
る

委
員
八
人
が
無
投
票
で
当
選
し

ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
定
例
議

会
で
選
出
さ
れ
た
議
会
推
薦
一

人
の
ほ
か
、
山
形
お
き
た
ま
農

業
共
同
組
合
、
置
賜
農
業
共
済

組
合
、
井
の
下
土
地
改
良
区
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
五
日
に
は
、
改
選

後
初
め
て
の
農
業
委
員
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
新
野
八

郎
兵
衛
氏
（
伊
佐
領
）、
同
職
務

代
理
者
に
遠
藤
昭
氏（
白
子
沢
）

を
互
選
し
ま
し
た
。
農
業
委
員

会
委
員
の
任
期
は
、
平
成
二
十

三
年
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

農
業
委
員
会
と
は

　

農
業
委
員
会
は
、
行
政
機
関

の
一
つ
で
、
農
業
委
員
は
、
選

挙
な
ど
で
選
ば
れ
た
農
業
者
の

代
表
で
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
の
権
利
調
整
や
農
業
経
営

の
合
理
化
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
農
業
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
農
村
振
興
室
�

　

―
２
４
０
８
）
へ

６２

���

�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
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七
月
十
六
日
、
第
六
回
小
国

町
臨
時
議
会
が
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
と
公

共
下
水
道
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
に

　

五
千
二
百
五
十
万
円
を
追
加

　

企
業
の
決
算
確
定
に
伴
い
、

平
成
十
九
年
度
中
に
予
定
納
税

さ
れ
て
い
た
法
人
町
民
税
に
つ

い
て
、
還
付
処
理
を
行
う
た
め
、

所
要
額
五
千
二
百
五
十
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
を
整
備

　

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
、
増

岡
地
内
の
県
道
五
味
沢
小
国
線

な
ど
、
延
長
七
百
七
十
二
メ
ー

ト
ル
の
区
間
に
下
水
道
管
を
布

設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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募  
集

�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ
２
戸

▼
対
象　

所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に

よ
り
決
定

■
勤
労
者
住
宅
小
坂
町
団
地

　
�

２
Ｋ
１
戸

▼
対
象　

町
内
で
働
く
か
た

▼
家
賃　

三
万
三
千
円

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

８
月
８
日
�

■
入
居
時
期　

８
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
募
集
住
宅

　

県
営
小
国
ア
パ
ー
ト

　
�

３
Ｄ
Ｋ
３
戸

■
対　

象　

同
居
親
族
が
い
る

か
た
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
募
集
期
限　

８
月
７
日
�

■
入
居
時
期　

９
月
下
旬

■
家　

賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
（
�
０
２
３
８
―　

―
２４

２
３
３
２
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

時　

８
月
９
日
�

　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

五
百
円

■
問
合
先　

ハ
ワ
イ
伝
統
文
化

国
際
交
流
会
（
�
斉
藤
０
２

３
８
―　

―
４
１
４
７
）
へ

４０

�
�
�
�
�
�

■
日　

時　

９
月　

日
�

１４

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場　

所　

村
山
総
合
支
庁

　
　
　
　
　
（
山
形
市
）

■
対
象
者　

新
た
に
狩
猟
免
許

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
か
た

で
、
９
月　

日
現
在
で　

歳

１４

２０

以
上
の
か
た

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

８
月　

日
�
〜

１８

　
　
　
　
　
　

９
月
５
日
�

■
問
合
先　

県
文
化
環
境
部
み

ど
り
自
然
課
（
�
０
２
３
―

６
３
０
―
２
２
０
６
）
へ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
日　

時　

８
月　

日
�

２０

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁

■
対　

象　

置
賜
在
住
の
か
た

　
　
　
　

先
着
百
人

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

８
月　

日
�

１１

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁

（
�
０
２
３
８
―　

―
６
０
０

２６

４
）
へ

�
�
�
�
�
�
�

　

県
議
会
で
は
、
総
合
支
庁
ご

と
に
地
元
議
員
に
よ
る
地
域
課

題
の
審
議
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

８
月
５
日
�

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁

■
そ
の
他　

傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
当
日
会
場
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

県
議
会
事
務
局

（
�
０
２
３
―
６
３
０
―
２
８

４
６
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

時　

８
月　

日
�

１０

　

子
ど
も
・
午
後
７
時
〜

　

大
人
・
午
後
７
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

さ
い
わ
い
荘

■
そ
の
他　

室
内
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
内
履
き
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

さ
い
わ
い
荘

（
�　

―
３
８
２
１
）
へ

６２

ご
案
内

催  
し

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー
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勤務時間求人数職　　種事　業　所　名
７：３０～１７：００１人運転業務［大型］� � � � � � �

８：００～１７：００２人土木施工管理技士� � � � � �

８：００～１７：３０ほか２人ホールスタッフ���������	
�����

８：３０～１７：３０２人営業・販売・整備工���� � � � � � � �

８：００～１７：００４人土木施工管理技士ほか� � � � �

８：００～１７：００１人土木施工管理技士� � � � �

８：３０～１７：３０１人電気部品製造� � � � � � � � 	 �

８：４５～１８：００１人レジ係� � � � � � �

８：００～１７：００３人農作業全般� � � � �

８：００～１７：００２人内・外線工事作業員� � � � � � �

８：３０～１７：３０ほか１人医療事務員��������	
���

８：００～１７：００２人測量助手� � � � � � � � 	 �

８：００～１７：００３人型枠大工ほか� � � � �

８：００～１７：００６人砂利プラント運転士ほか� � � � � �

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）� � � � �

８：３０～１７：００１人支援員��������	
�
�

８：５０～１７：３０１人薬剤師� � �

８：００～１７：００４人土木施工管理技士ほか� � � � �

８：３０～１７：００１人電気系生産技術� � � � � � � � �

８：３０～１６：４０ほか２人半導体製造装置製造��������	
����

９：００～１８：００３人社内システムの設計、開発ほか��������	
�

８：３０～１７：３０１人設備業務及び運転手� � � � �

１７：００～２１：００ほか１人居酒屋での接客��� � � � �

９：００～１４：００１人ホール・接客�� � � �

８：３０～１７：１５５人プール監視業務� � � � �

８：３０～１７：１５１人事務補助� � � � � � � � �

　左の表は７月１５日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（�８４―８６０９）へ

� � �� � � ��

　今月の口座振替日は、次の
とおりです。振替日前日まで、
指定口座に入金してください。
●８月２６日�　水道料
●９月１日�　後期高齢者保
険料２期、国民健康保険税
２期、町県民税２期、介護保
険料、下水道料・簡易水道料、
住宅使用料、保育料など
■問合先　税務出納課へ

��������	
���������	
�

今月の納税

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

程　

８
月
５
日
、　

日
、

１２

　

日
、　

日
子
育
て
講
座「
交

１９

２６

通
安
全
教
室
、
９
月
２
日

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日
程
と
場
所

　

８
月
７
日
、　

日　
　
　

２１

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

８
月　

日
２８

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

時　

９
月
６
日
�

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

■
内　

容　

汽
車
乗
り
体
験
と

関
川
村
で
交
流
会

■
申
込
期
限　

９
月
４
日
�

■
問
合
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

�����

��������	�� 英　　伸三

������� 三浦しをん

�������� 畠中　　恵

��������	�　なかえよしを

��������	�� 徳江千代子

��������� 山田　　真

��������	
�����

�����

��������	
���

�����

＊このほか、自由研究などの本も多数

入りました。

����　毎週月曜日

今月の町長と語る日は８月２７日�です。
お気軽においでください。
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

保健カレンダー 

場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診

健康管理
センター
※持ち物
母子健康
手帳

平成２０年５月
１３：００～１３：１５９／２６

４カ月児健診

平成１９年９月１歳児健診

平成１９年１月～３月１２：３０～１３：００９／１９１歳６カ月児健診

平成２０年１月～４月１３：００～１３：３０９／１７ポリオ予防接種

■問合先　健康福祉課へ

●ふるさと納税とは
　県や市町村への寄付を通じて“ふるさ
と”を応援する新しい制度です。ふるさ
とに貢献したい、ふるさとを応援したい
というかたがたの思いを実現するため、
５，０００円以上の寄付をした際に、税金の優
遇措置が受けられます。

●使い道は
　小国町では、白い森の国“おぐに”応
援制度を設け、�未来の小国を担う人づ
くり、�小国をまるごと売り出す産業づ
くり、�安全・安心な生活づくりの３つ
の取り組みに活用していきます。

●申し込むには
　電話で申込書を請求してください。ま
た、町ホームページの申込フォームや申
込書（ダウンロード用）も利用できます。
　寄付金の払い込みは、郵便振替、銀行
振込、現金書留となります。

　小国町で生まれ育ったかたや、小国町
に縁のあるかたなどへ「ふるさと納税制
度」をお知らせください。多くのみなさ
まからのご寄付をお待ちしております。
※詳しいことは、総務企画課へ

　現在の被保険者証は８月末日
までとなっています。これまで
は世帯ごとに被保険者証を交付
していましたが、９月１日から
は１人１枚のカードになります。
　カード様式の新しい被保険者
証は８月末日までに、世帯主あ
てに配達記録郵便で送付します。

■被保険者証の回収
　　町民課に回収箱を設置しま
すので、９月以降に現在の被
保険者証をお返しください。
■修学のため離れて暮らす場合
　　修学のため家族と離れて暮
らしているかた（家族と住所
が異なるかた）には、学生用
の被保険者証を交付します。
　　申請は随時受け付けていま
すが、８月１８日�までに申請
していただければ、８月末ま
でに郵送できます。申請には、
在学証明書または学生証（有
効期限の記載があるもの）が
必要となります。
■問合先　町民課へ

������
��������

��������

����������������

������

����������������
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８

�� ��

【全額免除】・・・身体障害者、知的障害者、
精神障害者が世帯構成員であり、世帯全
員が町民税非課税
【半額免除】・・・視覚・聴覚障害者、重度
の身体・知的・精神障害者が世帯主
■免除申請　申請書に必要事項を記入のう
え、健康福祉課で免除事由の証明を受け
てください。
※詳しいことは健康福祉課へ

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																















������������������������������������������������������������������������	
���������������������

��������	
����

����

■日　時　８月２０日�
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

����

■日　時　８月２２日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課へ

���������

　法律上の悩み事を抱えている
かたを対象に、無料相談を行い
ます。
■日　時　９月５日�

１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■対応者　町顧問弁護士
■その他　事前に申し込みが必
要です。希望されるかたは９
月１日までに申し込んでくだ
さい。
■問合先　町民課へ

　農業者年金は、農地を持っていない農業
者や配偶者、後継者など家族従者でも加入
でき、６５歳から生涯支給されます。年金原
資を自分で積み立てる方式で、保険料も自
分で設定できます。支払った保険料は、全
額が社会保険料控除の対象で、所得税・住
民税の節税にもつながります。
　国民年金の第１号被保険者で、年間６０日
以上農業に従事する６０歳未満のかたであれ
ば加入できますので、ぜひご検討ください。

���������	
����

　次の場合は、農地法による許可が必要で
すので、事前にお問い合わせください。
●農地を農地のまま耕作目的で売買したり、
貸借したりする場合
●権利移動を伴わず、農地を農地以外に使
用する場合
●所有権の移転や、賃貸借の設定を伴って、
農地以外に使用する場合
※詳しいことは、農業委員会事務局（産業
振興課内）へ

■日　時　８月２４日�１０：００～
■場　所　町民体育館
■内　容　県警察音楽隊の演奏、
さよ一座による寸劇など
■問合先　町民課へ

���������
� ���������

� ���������

��������	��������	��
農業をされているかた農業をされているかたへへ
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9
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  山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
大
字
小
国
小
坂
町
二
丁
目
7
0
番
地
　
T
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0
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3
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2
）2
1
1
1
　
　
F
A
X
0
2
3
8（
6
2
）5
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さ　　や 

大 宮  渡　邉　紗　也 
敏　広 
真　紀 （ 

る　　な 

兵 庫 舘  斎　藤　瑠　奈 
　光　 
里　美 （ 

み さ き  

金 目  齋　藤　未紗貴 
義　彦 
多恵子 （ 

そ う る  

岩 井 沢  原　田　蒼　琉 
裕　介 
裕　子 （ 

れん 

　 北 　  佐　藤　　　 
文　利 
　都 （ 

人  口　男 … 4,590人（－3） 

女 … 4,822人（－3） 

計 … 9,412人（－6） 

世帯数 　　3,265世帯（－2） 

平成20年6月30日 

小 渡  
栄 町  
　 北 　  
長 沢  
舟 渡  
小国小坂町 
舟 渡  
大 石 沢  
栄 町  
舟 渡  
玉 川  

(80) 

(90) 

(72) 

(92) 

(93) 

(84) 

(84) 

(78) 

(78) 

(93) 

(87)

　金　　善　衛 
野　沢　賢　作 
菊　地　美智子 
安　部　フ　ミ 
川　内　　　ん 
油　井　新三郎 
栗　田　運　喜 
川　　　ふみ子 
佐　藤　辰　男 
塚　原　勇太郎 
伊　藤　　安 

人口のうごき 

長 井 市  
越 中 里  

　　橋　隼　人 
　　橋　佳　那 （ 

　今回は、�井上製作所の「電刷子課」
を訪ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ④ ④ 

　�井上製作所では、町内企業から業
務の一部を請け負っているほか、社員
を派遣しています。創業して３５年、現
在は約２３０人の従業員が勤めています。
　今年４月から電刷子課に配属され、
製品の検査をしている高橋綾乃さんは、
「仕事では、主にモーターに使われる
部品の最終検査として、製品の電気抵
抗を調べています。大きい部品から小
さい部品までさまざまで、手間がかか
るし、抵抗を安定させるのが難しいで
すが、不良品を納めることがないよう、
きちんとした検査をするよう努めてい
ます。また最近は、社会人としての人
付き合いの大切さも考えるようになり
ました」と話してくれました。

��������

モ
ー
タ
ー
部
品
の
最
終
検
査
を
す
る

高
橋
綾
乃
さ
ん

　

七
月
十
二
日
〜
十
三
日
、

玉
川
新
田
の
新
田
橋
を
中
心

に
、
山
形
ス
ク
リ
ー
ム
（
竹

中
直
人
監
督
）
の
映
画
の
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
形

を
舞
台
に
し
た
ホ
ラ
ー
コ
メ

デ
ィ
映
画
で
、
撮
影
の
多
く
は
庄
内

地
方
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
撮
影
で
は
、
玉
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
衣
装
部
屋
に
使

わ
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
か
た
が
た
も

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
協
力
し
て
い
ま

し
た
。
初
日
、
撮
影
風
景
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
数
秒
間
の
撮

影
の
た
め
に
、
数
十
分
か
ら
数
時
間

の
準
備
。
一
つ
の
映
像
を
つ
く
る
に

も
、
こ
ん
な
に
時
間
を
か
け
て
い
る

の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。�　
（
片
桐
）
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